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真新しいバッティング
グローブは小学生の頃

から野球を教えてもらっ
ている方から、県予選前に

貰ったそう。楽しさも含め、
野球のすべてを教わったと駿

選手。自分らしい粘り強いバッ
ティングをすると誓いました。

中学では同級生の男子全員が野
球 部 へ 入 部。「 仲 間 と 野 球 が で
きることに感謝しかないとよく
言ってました」と母の才子さん。

当時、田代ソフトの６年生は
馬庭さくらさんと２人。人数
が 足 り ず 池 田 ソ フ ト と 合 同
チームで出場していました。

試合の帰りに兄弟でフェリーのうどん。

野球でさらに高みを目指したい
と進学した樟南高校。これまで
の成長を見守ってくれていた、
祖母のリツ子さんも入学式へ。

2019 年　樟南高校野球部に入部

2021年８月14日　悲願の甲子園出場
初戦は大会６日目の第３試合で三重高校と対戦

夢に向かって、さらなる高みへ――。

2016 年　田代中学校野球部に入部

2010 年　小学１年で田代ソフトに入団

2004年２月15日生まれ
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響
も
あ
り
小
学
１
年
生

か
ら
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
へ
。

樟
南
高
校
で
は
寮
長
も
務

め
て
い
る
駿
選
手
。
県
予

選
が
始
ま
っ
た
７
月
、
寮

に
飾
ら
れ
た
七
夕
飾
り
に

は
「
甲
子
園
に
行
っ
て
恩

返
し
す
る
！
」
と
力
強
く

願
い
を
込
め
て
書
い
て
い

た
と
、
寮
母
さ
ん
が
届
け

て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

樟
南
高
校
へ
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に
集

ま
っ
た
同
級
の
野
球
部
男
子

感染予防対策で対面インタビューができないため、今回は電話で現在の思いを聞きました。

駿とは小学生からソフトを始めました。中学でも一緒
に野球部へ。高校はそれぞれ離れましたが、駿は野球、

私はソフトボールを続けました。寮の
公衆電話に電話して泣いたり笑った
りと今でも最高の仲間です。駿は誰よ
りも野球が好きと断言できる。夢だっ
た甲子園では、がむしゃらで泥臭い
駿らしいプレーを期待してます。

「駿の甲子園出場が決まった瞬間に発注した」と話す
鶴園健次郎育成会長。横断幕は駿選手が６年間汗を流
した田代中央グラウンドに設置されています。応援に
は行けませんが「駿くんがんばれー！」と大声で撮影。

鹿屋中央高校３年 馬庭 さくら さん（17）

小１から高３まで 12 年、笑って泣いて励まし合った

６年間、駿選手が白球を追いかけた田代ソフトボール
離れていても後輩たちは全力で応援してます

「ばーちゃーん！」と大声で帰宅する駿をよく覚えて
います。祖母リツ子さんが野球の相手をしてました。

ピッチャーを始めたころはよくリツ子
さんを座らせてピッチング。ばあちゃ
んっ子でしたね。時間さえあれば壁
にボールを投げてました。裏表の
ない素直な駿。甲子園での活躍
を表木のみんなが願ってます。

駿選手が育った表木自治会  竹下 和
か ず ひ ろ

洋 さん（55）

自宅の壁にひたすら投げ続けた駿選手を見守っていた

打撃では体が開くクセはあったが手首は強く長打が打
てるバッターでした。特に肩は強かった。キャプテン

も務め、誰よりも真面目という印象が残っ
ています。練習後も「球を受けてほしい」
と人一倍熱心に向き合っていました。そ
の頃の初心を忘れず甲子園の舞台でも
目の前の一戦を大事に戦ってほしい。
そしていつまでも野球を楽しんで。

田代ソフトボールスポーツ少年団 川畑 正
ま さ ひ で

英 監督（56）

小学生時代の６年間を指導した監督からエール

野球にかけた３年間
「お世話になったすべての方に甲子園で恩返しがしたい」    　　　　　　  夢の舞台で挑戦する麦生田駿 選手の歩みを振り返る

特
集

２年ぶりの熱い夏へ

夢舞台での挑戦

　

駿
選
手
が
野
球
の
道
へ
進

む
こ
と
に
な
っ
た
き
か
っ
け

は
、
小
学
１
年
生
か
ら
始
め

た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
当
時
６

年
だ
っ
た
兄
・
麟り
ん

さ
ん
が
田

代
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団
で

プ
レ
ー
し
て
い
た
こ
と
が
影

響
し
ま
す
。
家
の
近
く
に
同

年
代
が
い
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の

練
習
相
手
は
祖
父
母
。「
一

輪
車
を
壁
に
し
て
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
座
ら
せ
ピ
ッ
チ
ン
グ
の

練
習
を
し
て
い
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
、
目
を
細
め
る

竹
下
さ
ん
。
入
団
当
初
は
体

も
小
さ
く
ル
ー
ル
も
ま
っ
た

く
知
ら
な
か
っ
た
駿
選
手
。

し
か
し
高
学
年
に
な
る
と
体
格
に

も
恵
ま
れ
、
手
首
の
強
さ
と
持
ち
前
の
長

打
力
で
周
囲
の
注
目
を
集
め
て
い
た
と
、

ソ
フ
ト
時
代
に
指
導
し
て
い
た
川
畑
監
督

は
話
し
ま
す
。
田
代
ソ
フ
ト
で
は
同
級
生

が
馬
庭
さ
く
ら
さ
ん
た
だ
１
人
で
し
た

が
、
田
代
中
で
は
同
級
生
の
男
子
全
員
が

野
球
部
に
入
部
。単
独
で
チ
ー
ム
を
組
み
、

試
合
に
出
ら
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
は
、
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

「
自
分
の
原
点
」
と
駿
選
手
は
答
え
ま
す
。

　

樟
南
高
校
へ
の
進
学
を
決
め
た
の
は
、

５
年
前
。
史
上
初
と
な
る
樟
南
対
鹿
実
の

決
勝
再
試
合
だ
っ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

１
対
１
の
ま
ま
延
長
15
回
を
迎
え
、
４
時

間
も
の
死
闘
を
繰
り
広
げ
ま
す
が
決
着
は

つ
か
ず
再
試
合
。
翌
々
日
に
再
度
決
勝
戦

が
行
わ
れ
、
樟
南
が
全
国
へ

の
切
符
を
つ
か
み
取
り
ま
す
。「
樟

南
で
野
球
が
し
た
い
」
と
進
学
の
決
意
を

固
め
故
郷
を
離
れ
た
駿
選
手
。
野
球
部
全

員
が
寮
生
活
の
樟
南
高
校
で
は
携
帯
電
話

を
持
つ
こ
と
が
禁
止
さ
れ
、
公
衆
電
話
は

１
回
５
分
ま
で
。
帰
省
は
年
２
回
と
い
う

野
球
中
心
の
生
活
が
続
き
ま
す
。「
そ
の

分
、
仲
間
同
士
の
絆
は
強
く
互
い
の
性
格

も
知
り
尽
く
し
て
い
る
。
裏
表
も
な
い
の

が
強
み
」
と
駿
選
手
は
胸
を
張
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
２
年
生
で
レ
ギ
ュ
ラ
ー
入
り

し
た
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け

夏
の
甲
子
園
は
戦
後
初
の
中
止
。
挑
戦
す

ら
で
き
な
か
っ
た
先
輩
た
ち
の
分
ま
で
背

負
い
、
今
年
に
か
け
て
き
ま
し
た
。
寮
長

も
務
め
る
駿
選
手
。「
き
つ
い
と
き
こ
そ

笑
顔
で
声
を
出
す
こ
と
が
チ
ー
ム
の
目

標
。
練
習
で
も
声
を
か
け
合
い
、
み
ん
な

で
乗
り
越
え
て
き
た
」
と
自
信
を
覗
か
せ

る
の
も
納
得
の
笑
顔

は
、
テ
レ
ビ
の
画
面
越
し
で

も
ま
っ
す
ぐ
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
「
さ
く
ら
が
同
級
生
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
を
集
め
て
届
け
て
く
れ
ま
し
た
。

本
当
に
嬉
し
く
て
泣
い
た
。
野
球
が
で
き

る
こ
と
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
方
へ

は
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
甲
子
園
で
活

躍
す
る
姿
を
見
て
も
ら
う
こ
と
で
、
育
て

て
く
れ
た
錦
江
町
へ
少
し
で
も
恩
返
し
で

き
れ
ば
」
と
電
話
越
し
に
熱
い
胸
の
内
を

語
っ
た
駿
選
手
。
少
年
時
代
か
ら
夢
見
た

大
舞
台
。「
誰
も
が
認
め
る
野
球
好
き
」の
、

甲
子
園
で
の
躍
動
に
期
待
し
ま
す
。

樟
南
高
校
で
甲
子
園
を
目
指
し
た
い

憧
れ
だ
っ
た
夢
舞
台
で
恩
返
し
を
――
。
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